


 

 

 

第７期香川県高齢者保健福祉計画の施策体系 

 

基本理念 基本方針 施策体系 
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いきいきと暮

らせる地域づ

くり 

第１ 健康づ

くりと生きが

いづくり 

１ 生涯を通じた健康づくり 

２ 自立支援、介護予防・重度化防止の推進 

３ 高齢者の社会参加・生きがいづくり 

住み慣れた地

域で支え合い

ながら暮らせ

る地域づくり 

第２ 住み慣

れた地域で暮

らし続けられ

る環境づくり 

１ 地域における支え合いの仕組みづくり 

２ 在宅医療・介護連携の推進 

３ 市町への支援と市町間の連携の促進 

４ 地域医療の充実 

５ 地域ケア会議・生活支援体制整備の推進 

６ 認知症施策の推進 

第３ 介護サ

ービス等の充

実 

１ 介護サービス基盤の充実 

２ 効果的・効率的な介護給付の推進 

３ 高齢者向け住まいの充実 

第４ 質の高

い介護・福祉

人材の確保 

１ 質の高い介護・福祉人材の養成 

２ 介護・福祉人材の安定的確保 

安心して暮ら

せる地域づく

り 

第５ 安全・

安心に暮らせ

るまちづくり 

１ 人にやさしいまちづくりの推進 

２ 防災対策の推進 

３ 防犯・交通安全対策の充実 

４ 高齢者虐待の防止 

５ 成年後見制度の推進 

 



○進捗率＝（現況-計画策定時現況）／（目標-計画策定時現況）×100　（※6、7、27、36、37については、現況／目標×100）
　　今期進捗させる量に対する現況の進捗状況を示したもの

計画策定時
現況（H28年度）

目標年次 目　　標 現況 進捗率

1
70.72歳
（H25年）

72.37歳
（H28年度）

-

73.62歳
（H25年）

74.83歳
（H28年度）

-

2 52% R4年度
50%

※香川県歯と口腔の健康づく
り基本計画（H25年度策定）

52.0％
（H28年度）

-

3
48.1％

（H27年度）
R5年度 70％以上

51.3％
（H29年度）

14.6%

4
25.5％

（H27年度）
R5年度 45％以上

28.6％
（H29年度）

15.9%

胃がん 45.6%
45.6％

（H28年度）
-

大腸がん 46.3%
46.3％

（H28年度）
-

肺がん 54.9%
54.9％

（H28年度）
-

乳がん 49.3%
49.3％

（H28年度）
-

子宮頸がん 49.0%
49.0％

（H28年度）
-

6 2,115人 R2年度
5,000人

（計画期間中の累計）

2,546人
（Ｒ元年度）

（計画期間中の累計）
50.9%

7
1,504件

（計画期間中の累計
<H29年8月末>）

R2年度
2,500件

（計画期間中の累計）

1,472件
（R元年度）

（計画期間中の累計）
58.9%

8  145団体 R2年度 149団体
139団体

（R元年度）
▲150.0%

9   96団体 R2年度 104団体
  99団体

（R元年度）
37.5%

10   39団体 R2年度 41団体
  39団体

（R元年度）
0.0%

80歳で20歯以上の自分の歯を有する人の割合

特定健康診査の実施率

特定保健指導の実施率

香川さわやかロード参加団体数

香の川パートナーシップ事業参加団体数

さぬき瀬戸パートナーシップ事業参加団体数

指　　標　　名

第１　健康づくりと生きがいづくり

健康寿命（男性）

R4年度
平均寿命の増加分を上回る

健康寿命の増加
健康寿命（女性）

55％以上5

がん検診受診率
（40～69歳、子宮
頸がんは20～69歳
）

R2年度

老人クラブ新規加入会員数

高齢者いきいき案内所相談件数

第７期香川県高齢者保健福祉計画の進捗状況（数値目標関係）



計画策定時
現況（H28年度）

目標年次 目　　標 現況 進捗率

11 137か所 R2年度 200か所
163か所

（R元年度）
41.3%

12 6病院 R2年度 6病院
6病院

（R元年度）
100.0%

13
 36.8％

（H29年7月）
R2年度 50%

36.8％
（R元年７月現在）

0.0%

14
 351か所

（H29年7月）
R2年度 550か所

405か所
（R元年７月現在）

27.1%

15 10市町 R2年度 17市町
17市町

（R元年度)
100.0%

16 74,207人 R2年度 120,000人
105,662人
（R元年度）

68.7%

17 986人 R2年度 1,300人
1,301人

（R元年度）
100.3%

18 34人 R2年度 82人
69人

（R元年度）
72.9%

19 420人 R2年度 500人
443人

（R元年度）
28.8%

20
5,396床

（H29年度末見込）
R2年度 5,513床

5,396床
（R元年度）

0.0%

21
3,887床

（H29年度末見込）
R2年度 3,967床

3,844床
（R元年度）

▲53.8%

22
1,903床

（H29年度末見込）
R2年度 2,029床

1,921床
（R元年度）

14.3%

23
452床

（H29年度末見込）
R2年度 452床

452床
（R元年度）

100.0%

24  85か所 R2年度  100か所
105か所

（R元年度）
133.3%

25
 8か所

（H29年度末見込）
R2年度  10か所

8か所
（R元年度）

0.0%

26
 4か所

（H29年度末見込）
R2年度  9か所

7か所
（R元年度）

60.0%

27
6件

（計画期間中の累計
<H29年9月末>）

R2年度
12件

（計画期間中の累計）

0件
（R元年度）

（計画期間中の累計）
0.0%

指　　標　　名

介護専用型特定施設の整備量

認知症サポート医数

第２　住み慣れた地域で暮らし続けられる環境づくり

K-MIX（かがわ遠隔医療ネットワーク）への
参加医療機関数（県内）

地域医療支援病院の維持

高齢者への声かけ・見守りの実施率
（民生委員・老人クラブによるものを除く）

生活支援コーディネーター設置市町数

認知症サポーター養成数（累計）

認知症キャラバン・メイト養成数

もの忘れ相談医研修受講者数

訪問看護ステーション数

看護小規模多機能型居宅介護（複合型サービス）事業所数

高齢者施設における福祉サービス
第三者評価の受審件数

第３　介護サービス等の充実

介護老人福祉施設の整備量

介護老人保健施設の整備量

認知症高齢者グループホームの整備量

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所数

常設型の居場所設置箇所数



計画策定時
現況（H28年度）

目標年次 目　　標 現況 進捗率

28 1,801人 R2年度 2,100人
2,023人

（R元年度）
74.2%

29 13,612人 R2年度 17,100人
14,972人

（R元年度）
39.0%

30 2,233人 R2年度 4,200人
3,314人

（R元年度）
55.0%

31 6,251人 R2年度 6,600人
6,494人

（R元年度）
69.6%

32
16,534人
（H27年）

R2年度 18,500人 16,450人
（H29年度）

-

33 202施設 R2年度 220施設
213施設

（R元年度）
61.1%

34 7,675件 R2年度 12,600件
11,915件

（R元年度）
86.1%

35 93.3% R2年度 100%
96.4%

（令和元年度）
46.3%

36 197回 R2年度 220回以上

223回
（H30年度）

223回
（R元年度）

101.4%
（H30年度）

101.4%
（R元年度）

37 154回 R2年度 120回

118回
（H30年度）

132回
（R元年度）

98.3%
（H30年度）

110.0%
（R元年度）

38 14人 R2年度 8.7人
7.9人

（R元年）
115.1%

39  909.3km R2年度 924.3km
 926.2km

（R元年９月現在）
112.7%

40 2市町 R2年度 5市町
4市

（R元年度）
66.7%

41 18,617件 R2年度 20,000件
22,730件

（R元年度）
297.4%

※　厚生労働省から発表される介護職員数が、従前含まれていた通所リハビリテーション事業所の介護職員を除くこととなったため。

指　　標　　名

高齢者対象防犯教室実施回数

幅員２ｍ以上の歩道の延べ延長

介護福祉士の登録者数

介護職員初任者研修修了者数

介護支援専門員登録者数

介護職員数

第５　安全・安心に暮らせるまちづくり

高齢者人口10万人当たりの交通事故による高齢者死者数

福祉のまちづくり条例適合証交付施設数

かがわ思いやり駐車場利用証交付件数

自主防災組織の活動カバー率

消費者被害防止セミナー等の開催

第４　質の高い介護・福祉人材の確保

社会福祉士の登録者数

市民後見人養成実施市町数

防災情報メールの登録件数

【参考値】※



進捗率 進捗率についての補足説明

8 ▲150.0%
・計画期間中、11団体が新規に認定されたが、17団体が廃止。
・.構成員の高齢化に伴い活動を廃止する団体が増加。
・引き続き広報活動を推進し、高齢者の参加も含めた新規参加団体の増加につながるよう取り組む。

10 0.0%
・対象地域が沿岸部の人の利用が可能な海岸に限られていることも原因と推測される。
・パートナーシップ事業については、広報誌等により普及・啓発に努める。

13 0.0%
・平成30年度の実施率（35.6%）は上回っているが、計画策定時の実施率と同率に留まっている。
・一人暮らし高齢者を地域で支えることが重要であり、今後も市町と連携し、地域における声かけ・見守り活動
を担う人材の育成に取り組む。

14 27.1%
・平成28年度から平成30年度まで、認知症予防三位一体推進事業として、市町を通して居場所づくりにおける
初期費用の補助を実施。
・今後も市町と連携し、地域における居場所づくりの活動を担う人材の育成に取り組む。

19 28.8%
・毎年研修を実施しているが、令和元年度は新規受講者が目標に満たなかった。
・引き続き、県内の医療機関医師に対して広く周知し、受講者の増加に向けて働きかける。

20 0.0%
・高松市の88床は、令和２年度に整備予定。
・東かがわ市の29床については未定。

21 ▲53.8%
・高松市の１施設が廃業したため、計画策定時と比べて43床の減少。
・令和２年４月に、坂出市の１施設が20床増床。
・令和２年度に、高松市が103床を増床予定。

22 14.3%
・多度津町の18床（１施設）は、整備済み。
・高松市の54床（３施設）、丸亀市の18床（２施設）、坂出市の18床（１施設）、三木町の18床（１施設）は、令和２
年度に整備予定。

25 0.0% ・令和２年度に２か所増の予定。

27 0.0%
・障害者施設、児童施設に対する受審はあるが、高齢者施設に対しての受審は伸び悩んでいる。
・評価結果の活用等による、質向上に努める。
・引き続き、制度の普及啓発と受審の促進を図っていく。

※指標に用いている調査結果が平成29年度分までしか公表されていない、「3　特定健康診査の実施率」、「4　特定保健指導の実施率」を除く。

進捗率が３割未満の指標について

高齢者施設における福祉サービス
第三者評価の受審件数

介護老人福祉施設の整備量

介護老人保健施設の整備量

認知症高齢者グループホームの整備量

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所数

もの忘れ相談医研修受講者数

第３　介護サービス等の充実

第２　住み慣れた地域で暮らし続けられる環境づくり

高齢者への声かけ・見守りの実施率
（民生委員・老人クラブによるものを除く）

常設型の居場所設置箇所数

香川さわやかロード参加団体数

さぬき瀬戸パートナーシップ事業参加団体数

指　　標　　名

第１　健康づくりと生きがいづくり

参考資料


